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　目的　消化器外来で は下痢 は よ くみ か け る疾思で あ り，通常止痢剤が投与 され る 。 止痢

剤は効 果良好で あるが
， 逆に 便秘 に 傾 き，投与後の 便通の 管理 に悩 ま され る事が あ る 。 ま

た 止痢剤 の 種類は少 な く投薬幅 が小 さい の が現状 で あ る 。 投薬幅 を拡 げる意味 で柴苓湯

（ツ ム ラ）を下痢 に対 し て投与 し，その 効果 を検討 した 。 柴苓湯は 小柴胡湯 と五苓散の 合方で

水分調節作用に 加 えて ， 鎮吐 ， 鎮痙 ，鎮痛作用 もあ り本剤投与は意義 あるもの と考え る 。

　方法　対象は 13才 か ら85才 まで の 下痢 を主訴 と して来院 した外来患者53人，入 院患者 13

人計66人である。 こ れ ら に対 し非随証11勺に 柴苓湯 を投・「j．した 。 止 痢剤 ， 鎮痙剤 を併用 した

症例 もある 。 66人 中 6 人 の 再来が な く60人 で 効 果判定 を行な っ た 。 判定は著効 （投与後 3

日以 内で下痢 が治 っ た もの ）有効 （10日以 内で 治 っ た もの ）無効の 三段階で 判定 した 。

　成績 　著効は 60例中35例で 58％ ， 有効 13例 22％ ，無 効 12例20％で 著効 と有効 を合せ た有

効率は 80％で あ っ た。止痢剤 （タ ン ニ ン 酸 ア ル ブ ミ ン ，天然 ケ イ酸 ア ル ミニ ウ ム ） と の 併

胴 7例，単独投 F
丿・53f列で あ っ た が有効率は併用85％，単 独投与 80％ と両者 と もほ ぼ同鱶で

あ り柴苓湯は単独投 り・で十分効果が あ っ た 。 なお単独投与53例中腹痛 の あ っ た症例の 18例

に は鎮痙剤 （臭化 チキ ジウ ム ） を使用 して い る 。 効果発現 は60例中 1 日目 18例 30％， 2 日

1．｛13例 52％， 3 日 1」 9例 67％累積と効 果発現は 早 く， 71 】以上 か か っ て効 果が発現 した も

の は 3 例 の み で あ っ た 。 炎症期 別 で は急性 胃腸炎33例 で あっ たが うち著効 23例 70％ 有効 6

例 18％無効 4例12％ 。 慢性胃腸炎は26例で うち著効12例 46％ 有効 6例 23％無効 8例31％で

あ り，急性 胃腸 炎 の 有効率が 高か っ た 。 下痢回数で は 1 日 6 回以 ドの 軽症 は 42例 あ っ た が

うち著効 23例 55％有効 9 例21％ 無効 10例 24％で あ っ た 。 lH7 回以 上の 重症 は 18例 ありう

ち著効12例67％有効 4 例 22％無効 2 例 11％ で あ り，下痢 同数 7 回以上 の 重症 例の 有効率 が

高か っ た。年令別 では 40才以 下 の 若 年者に有効率 が 高か っ た 。 腹痛の 有無で は腹痛の 有 る

症例の 有効率 が高か っ た 。 柴苓湯は若年者で腹痛の ある急性 胃腸 炎の 中で 下痢回数 1 日 7

回以 i：の 重症 下痢症 に よ り効 果が あっ た。

　結 論　柴苓湯 を下痢症 60例 に 対 して 非随 証的 に投与 し た 。 有効 率80％ で 従来 の 止痢 剤と

同等 かそ れ以 上 の 効果が あ り
， 副作用 は経験 しなか っ た。
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